
令和６年度茅野市表彰式が、８月１日（木）に市役所大ホールで行われました。茅野市表彰式は、

市政や公益、教育文化などの発展に功績のあった個人や団体を顕彰するものです。

自治功労・産業功労・社会福祉功労・教育文化功労として市長表彰が、また、篤志寄付をい

ただいた個人・団体に市長感謝状が贈られました。

茅野市表彰式表彰者（敬称略）

問　総務課　行政係

　　☎72-2101（内線 132）
令和６年度茅野市表彰式令和６年度茅野市表彰式

～市の発展にお力をいただいた方々を表彰～

伊　藤　修　二 （地方自治の振興）

◇自治功労

溝　口　貴　子 （地域の健康づくりの活動）

◇社会福祉功労          

今　井　俊　彦 （学校歯科医）

矢　島　かおり （学校薬剤師）

渡　辺　　　修 （青少年健全育成）

神　崎　匡　司 （青少年健全育成）

平　澤　秀　一 （社会教育の振興）

飯　田　義　明 （社会教育の振興）

◇教育文化功労

漆　畑　洋　輔 （一般寄付金）　

明治安田生命保険相互会社松本支社　支社長

　緒　方　純　子 （一般寄付金）

南新電気工業株式会社　代表取締役

　金　子　好　成 （一般寄付金）

株式会社ハイライト　代表取締役

　岡　部　憲　一 （環境事業寄付金）

株式会社ミヤサカ工業　代表取締役会長

　宮　坂　義　政 （災害支援車の寄贈）

株式会社菱興電機　代表取締役

　大　滝　　　昇 （災害支援設備の寄贈）

伊　藤　彰　敏 （陶芸の寄贈）

木　村　悦　雄 （洋画等の寄贈）

瀬　戸　雄　史 （彫刻の寄贈）

◇篤志寄付         

山　本　活　夫 （地域の産業振興）

◇産業功労          

地震に備えよう
市内には地震発生の確率が高い糸魚川―静岡構造線断層帯が横断しており、大規模地震発生に対する備えが必要となります。

自助・共助・公助が一体となって災害に備えましょう。

問合せ

防災課　防災係

☎72-2101（内線182）

１ 家庭でできる防災対策　【自助】

●家具や家電製品はその場に合った固定用具で正しく固定しましょう。

●ガラスには飛散防止フィルムをはりましょう。

●寝室やこども部屋等には倒れてくる家具を置かないようにしましょう。

●安全避難のため、 出入口や通路に物を置かないようにしましょう。

家の中の安全を確認しよう

●避難先、 災害時の連絡要領を話し合っておきましょう。

家庭内で防災について話そう

災害が発生したときには、 地域住民が互いに協力して防災活動を行う

ことが重要です。

自主防災組織は、 自分たちの地域を自分たちで守るため、 主に区、

自治会単位で組織された共助の中核組織です。 お住いの地域の防災

訓練に積極的に参加しましょう。

２ 地域でできる対策　【共助】

市では、 大規模地震の発生を想定した訓練を実施します。

３ 茅野市総合防災訓練　【公助】

９月　　  日 （日）8 ８ 30午前　　　 時           分から

茅野市運動公園　広場野球場

日時

場所

内容 災害対策本部設置訓練、福祉避難所開設訓練、倒壊家屋から

の救出訓練　ほか

※９月８日（日）午前７時１０分に防災訓練のためのサイレンを流しますが、

　 訓練ですのであらかじめお知らせします。

非常時持出品と備蓄品を準備しよう

避難する際の最低限の所持品

避難用具、食料、生活

用品、救急・衛生用品、

貴重品など。

非常時持出品は、すぐ

に持ち出せるようにし

ておきましょう。

非常時持出品 備蓄品

災害発生後、生活を続けるための備え（最低３日分、できれば１週間分）

飲料水や調理用として

１人１日３ℓが目安

飲料水

缶詰やレトルト食品、

アルファ化米など

食料品

１人１日５回が目安

携帯 ・ 簡易トイレ
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